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県シルバー人材センター連合会では、
地域社会の活性化と社会参加によ

る生きがいの充実を図ることを目的とし
て、事業の普及啓発月間である10月の
第３水曜日を「シルバーの日」と定め、
町シルバー人材センターも奉仕活動を行
っています。
　今年は10月18日㈬に、津軽中里駅前
から老人福祉センター前までのカーブミ
ラーの拭き掃除を、五所川原地区交通安
全協会事務局長と中里駐在所職員ととも
に行いました。

中里小６年生22名が10月27日㈮に
出前講座を行いました。児童た

ちは金多豆蔵人形劇を観劇した後、２
班に分かれて宮越家と博物館を見学し
ました。
　児童たちは観光資源を維持するため
の苦労なども聞き、郷土に対する理解
を深めました。

令和２年から一般公開を始めた宮越家
が10月27日㈮に累計来場者数１万人

を達成し、セレモニーが開催され、１万人
目となった丸岡友美さん（青森市）に町長か
ら記念品が贈られました。
　町長は「宮越家の皆様のご理解と多くの
ボランティアガイドの皆さん、ご来場いた
だいたお客様のご支持があったからこそ達
成できたもの」と感謝の言葉を述べました。
　丸岡さんは「前から見たいと思っていて
家族で見に来た。まさか１万人目だとは思
わなくてびっくり」と驚きの声を上げてい
ました。

感謝を込めてカーブミラー拭き
町シルバー人材センターが奉仕活動

町の観光資源への理解を深める
中里小６年生が出前講座を受講

ご支持いただいた皆様に感謝
宮越家来場者１万人達成

まちの話題 Topics



5 令和５年12月号

N
AK
AD
O
M
AR
I 
PU
BL
IC
 R
EL
AT
IO
N
S　
D
EC
 2
02
3.

廃棄物の不法投棄防止の意識啓発を
図るため、不法投棄撤去キャンペ

ーンが10月27日㈮に大沢内地区で行わ
れ、町民や関係団体などが不法投棄され
た廃棄物の撤去作業を行いました。

小泊赤十字奉仕団、下前・新町２・
折戸地区の自主防災会、小泊

中１年生の合同防災訓練が10月31
日㈫にこどまり学園体育館で行われ
ました。
　非常災害食「ハイゼックス」によ
る炊き出し訓練では、小泊赤十字奉
仕団や自主防災会の人たちは、手慣
れた手つきで作業し、生徒たちは教
えてもらいながら着々と仕上げてい
ました。
　その後に行った講習会では、心肺
蘇生法や簡易担架の作り方・使い方を実際に行いながら学びました。
　最後に、参加者全員でハイゼックス米とカレーを試食しました。
　この合同防災訓練は、2014年から毎年行われており、今年で10回目になりました。毎年訓練すること
で地域の結束を固め、“もしもの時”の心構えができ、とまどうことなく迅速な対処や炊き出しを行うこと
ができます。また、小泊中の１年生も毎年参加しているため、若い世代にどんどん災害時の対処方法の知
識が受け継がれていきます。

小山内としさんが10月29日㈰に100歳
を迎えたことから、30日㈪に町長か

ら顕彰状と目録が手渡されました。
　小山内さんは若い頃は編み物や和裁を趣
味とし、主婦をしながら農業も行っていま
した。現在は気の合う施設の利用者さんと
会話をしながら、食事を楽しんでいるそう
です。身の回りのことは自分で行い、体力
維持のために体操をするなど、いつまでも
若々しく過ごされているそうです。

不法投棄防止の意識を高める
不法投棄撤去キャンペーンを実施

あなたは “もしもの時”どうしますか？
自分や家族の安全を守るために

いつまでも若 し々く
小山内としさんが百歳顕彰
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誰もが住み慣れた地域でともに支え合
い安心して幸せに暮らせる福祉のま

ちづくり実現に向け、関係機関とより強固
な体制を築き上げることを目的に、社会福
祉大会が11月２日㈭に総合文化センター
「パルナス」ホールにて開催されました。
　第１部では、「元気があればなんでもで
きる」を演題とし、落語家の三遊亭大楽さ
んが講演を行いました。
　第２部では、式典が行われ、多年にわた
り社会福祉発展に功労のあった町民25名を表彰しました。
　第３部では、町内４園の園児による発表会が行われ、園児たちに元気をもらいました。

将来を担う人材育成に向け、
「学習意欲の向上」や「学

力の向上」を図ることを目的に、
小学校５・６年生と中学生を対象
とした公設塾「ナカデミー」を開
校しました。
　小学校５・６年生と中学校１・２
年生は個別の学習支援、中学校３
年生は講義形式と個別の学習支援
での学習を行っています。
　11月４日㈯の中学生を対象と
した教室の初回には開校式が行われました。公設塾という特性を生かして、町内小・中学校とも連携しな
がら、子供たちの学習のサポートを行っていきます。

青森海上保安部で行っている灯台記念
日における航行援助業務協力者への

表彰伝達式で、小泊港北防波堤灯台ほか１
基の灯火監視業務協力者として20年にわ
たり献身的に灯火の監視に従事し、航行援
助業務の推進に寄与した小泊漁業協同組合
が11月２日㈭に表彰されました。
　灯台記念日とは、明治元年11月１日、
神奈川県横須賀市にある観音崎灯台の起工

により始まった灯台業務の開始を記念するため海上保安庁が定めたものです。今年の灯台記念日は、明治
元年から155周年を迎えました。

つなげよう 共に生きる 助け合いの輪
第８回町社会福祉大会開催

将来を担う人材育成に向け
中泊町公設塾「ナカデミー」開校

多大な貢献に感謝
小泊漁業協同組合が海上保安庁長官から感謝状
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